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とうもろこしサイレージと 1番刈牧草サイレージの乳牛飼養効果の比較
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1 は  し 力ヽ  き
近年,本県の畑作型酪農地帯では,サ イレージ用とうも
ろこしの作付面積が増加しており,その利用形態も穀実の
良く充実するのを待って,サ イレージとして利用する傾向
にある。穀実の十分充実したとうもろこしサイレーンは,

高エネルギー粗飼料として,乳牛の飼養効果が期待される
が ,一方では,栄養的な欠陥として,DCPや C8,Pな ど
のミネラル,カ ロチン等の合量の低いことがあげられてい

る。そこで本試験は「牧草及びとうもろこしサイレージを

表 : 調験方法およびサイレージ材料の状況

注 (1)市販配合飼料はDCP 12 5%,TDN 68%の ものを用いた。

3 結果お よび考察
1 サイレーンの発酵品質と可消化養分含量
サイレーシの発酵品質 と,去勢雄めん羊 7頭 を用い,全
糞採取法による消化試験で求めた可消化養分含量は,表 2
のとおりである。とうもろこしサイレージの発酵品質は ,

試験 I,Iと もに新鮮物中の NH3-N含 量が低 く,フ リー
ク法による評点も高 く,す ぐれていた。これに対し,試験
Iの牧草サイレージはPHおよびNH`― N含量が高 く,フ
リークの評点 も15点と劣質なものであった。また,試験Ⅱ
の牧草サイレージは,フ リークの評点は45点 と中程度であ

るが,p‖および NⅡ3~N含量が低 く,比較的良質なサイレ
ージであった。

表 2 サイレージの発酵品質と可消化養分含量

試験名 サイレージ pH
一
の
点

フ
ク
評

NII`i
―N
(%)

DM
(%)

(2

DCP

(%)

TDN

試験 I
とうもろこし

草牧

85
26 5

280
26 0

659
598

試験 Ⅱ
とうもろこし

草牧

28 5

309
50
11 0

705
64 5

注 (1)全 N中の値
12)乾物中の値であり,去勢雄めん羊による消化試
験で求めた。

サイレージの養分含量について,試験 Iと ■を比べてみ
ると,と うもろこしサイレーシは,生育時期が黄熟から黄

基幹粗飼料とする畑地型乳牛飼養法Jに関する試験の一環

i姜翼t奎真後晟る[九姦皇皇ti冤響腎電翌 tttη形宝
ンと,産乳価値の高いとされている適期刈 1番牧草サイレ
ージの単用および併用給与効果について比較検討した。

2 試験方法およびサイレージ材料の状況
試験方法およびサイレージ材料の状況は表 1の とおりであ

る。なお,飼養試験は53年 12月 から54年 2月 までの63日 間
と,54年 11月から55年 1月 までの63日 間の計 2回行なった。

熱後期に進むに従って,乾物含量や,乾物中の TDN含量
が高まっている。一方,牧草サイレージは,生育段階の早
い程,乾物中のDCPおよびTDN含量が高くなっている。
2 飼料の摂取状況
飼料の摂取状況は表3の とお りである。サイレーシから
の乾物摂取量は,試験 1,Ⅱ ともに, とうもろこしサイレ
ージ単用区 (以下C S区 と略 )が牧草サイレーシ単用区
(以下C S区 と略 )よ り多い傾向を示 した。試験 Iでは ,
牧草サイレーンの発酵品質が劣質であるため,採食量の少
なかったことが一因として考えられる。
一方 ,試験 Iに関しては,牧草サイレージの発酵品質は
中程度であり,ま た,乾物含量 も,と うもろこしサイレー
シより高かったにもかかわらず ,摂取量は少なかった。こ
のことか ら,飽食量給与時におけるとうもろこしサイレー
シは,牧草サイレージに比べて乾物摂取量が多い傾向にあ
ると推察され,和泉 らの報告 1)'2)と も一致した。
次に,併用区についてみると,試験 Iでは,と うもろこ
しおよび牧草サイレージを乾物比で 1:1に I.A与 したが ,
乾物摂取量はそれぞれ 58″ (64%), 320(36%)で
あり,合計の摂取量も

'0″
で C・ S区 と同量であった。

これは,牧草サイレーンの発酵品質が不良なために,採食
量が少なく,牧草サイレージの乾物合量が低かったことが
考えられる。これに対して,試験Ⅱでは,牧草サイレージ
の品質も問題なく,乾物含量 も高いために,併用区の 2区
ともに,設定した給与割合を摂取し,合計の摂取量もC‐
S区に匹敵する量を摂取したものと考えられる。

全飼料からの乾物摂取量は,試験 I,Iと もにC S区

試験名 供試牛 試 験 区 分 給 与 飼 料 ( 試験計画 サイレージ材料

試験 I

ホルスタイ
ン種搾乳牛

9頭
li:li[;を享章:〔[]:
各区とも飽食■給与

乾  草  2″ /日 頭
凛厚飼料 (詢販配合)

1覧撃i畷|:1:3塊曇

1期 21日 間
で 3期 の ラ
テン方格法

とうもろこし :黄 熟 期
牧   草 :出 穂揃期

(すず ,~ド彎 l}混
播 )

試験Ⅱ

ホルスタイ

ン種搾乳牛

8頭

とうもろこしサイレージ駒嘲区

牧草サイレージ単用区
併用区 (乾物比2,1に 給与 )
併用区 (乾物比1:2に 給与 )
各区とも飽食■給与

乾  草  体重の03%量
濃厚飼料

1贈撃精Z′]頭
1期 21日 間
で 3期 のユ
ーデン方格法

とうもろこし :黄 熟後 期.
牧   草 :出 穂 期
(オ ーチャードグラスの単播 )
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表 3 飼料摂取状況

注 異なる文字間に有意差ある。小文字 pく o o5,大文字P<001

が多く,試験 Iでは他の区より有意 (pく o05)に多かっ
た。
DCP摂取量は,試験 I,■ ともにC S区が多く,以下
併用区,C S区の順に低下しており,試験 Iでは,0 3
区が他の 2区に対し,有意 (Pく 001)に多力,っ た。
TDN摂取量は,DCP摂取量とは逆の傾向を示し,試験
I,■ ともに, C S区が多く,併用区,0・ S区の順に低
下し,試験 1では C・ S区が他の区より有意 (p<o o5)
に多力,っ た。
3 泌乳量,乳質,血液と尿性状および体重
実乳量と4%F C hI量 は,試験 IではいずれもC S区が
多く,併用区と0・ S区の差はわずかであった。 これに対
して,試験 Iでは,併用の2区が他の区より多い傾向を示
し,C S区が最も低い値を示したが,いずれも統計的に有
意ではなかった。試験 Iで ,C・ S区 および併用区の実乳

鼻がCS区 に比べて少なかった原因は,牧草サイレージの
採食量が少なかったため,TDN摂取量が不足したことに
よるものと考えられる。

表 4 泌乳量,乳質,血液と尿性状および体重

乳成分について,CS区 と0‐ 8区を比較すると,試験
1,Iを通じて乳脂率は一定の傾向を示 さなかったが ,

呂ゝ罰諄:謙
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様の傾向を認めており,と うもろこしサイレージの給与に
よって,SNF率 が向上する可能性のあることが示唆され
た。
また,試験 1,Iを通 して,併用区は他の区より8NF
率 ,乳蛋自質率が高い傾向にあり,更 に ,試験 Iでは乳脂
率 ,実學ι量および 4%FCM量 も高い傾向にある。 これは
とうもろこしと牧草サイレージの併用給与によって,栄養
的な補完効果があったものと考えられる。
Ht値 ,血清総蛋自質率 ,尿 pH,尿ケトン量は試験 I,
Iを通じて,各区とも乳牛の健康体における正常値の範囲
を示した。また,試験Ⅱにおける30Nは O S区が最 も
高く,以下併用区 (牧草 2:1と ぅもろこし).併用区(牧
草 112と うもろこし),C・ S区の順に低下しており,摂
取蛋自質量を反映 した値となっている。

議 名およ
 ヽ`試験区
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試 験 I 試 験 ■
とうもろこし

サイレージ区
併 用 区
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サイレーシ区
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料

棘　乾『計

と
牧
牧
濃

99

0,
50
1583

58
32
07
49
146b

90
07
47
145b

一
■

２

■

70
34
13
51
168

35
70
12
52
169

102
13
53
168

DCP摂 取 量 (′ )
TDN摂 取 量

`″
ヽ
1,309 11
lo 98

1,315 3
100b

1,430 A
95b

1,510

12 3
1,700

119
1,980

118
2,100
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試 験 I 試 験 I
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サィレーシ区
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＜

＜
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Ｆ
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実

４
乳

Ｓ
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189
180
371
878
3 57

182
171
361
880
3 62

181
170
3 60

875
361

218
20 2

354
8 79

3 62

22 4

216
3 77

886
372

224
213
3 69

881
363

222
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8 73

3 60
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4 ま
黄熟～黄熟後期のとうもろこしサィレーンは,牧草サイ
レーンに比べて ,乾物中の TDN含量が高 く,サ イレーシ
乾物の摂取量が多い傾向にあった。
全飼料からの乾物摂取量は C S区 >併用区,CS区 の
順であり,T DN摂取量は CS区 >併用区>CS区 であ
った。DCP摂取量はO S区>併用区>C S区 の傾向を
示 した。実乳量および4%FCM量 については,牧草サイ
レージの発酵品質が向上すれば,OS区 は CS区 を上回
り,ま た,併用区も単用区を上回る傾向がみられた。
乳成分について,SNF率 並びに乳蛋自質率は併用区が
単用区より高かった。
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